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５．上越市バス交通ネットワーク再編計画の実施について 
 

「上越市総合公共交通計画」に設定した目標を達成するため、本計画に位置づけた再編や

利用促進を定期的に評価する。再編や利用促進については、少子高齢化や人口減少の進行、

地域経済を取り巻く環境の変化といった社会経済情勢の変化などを踏まえて、事業の見直し

など適切な運用を図る。 

 

５－１ ＰＤＣＡサイクルの実行 

ＰＤＣＡサイクルを継続し本計画を確実に実施するとともに再編内容等の改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市バス交通ネットワーク再編計画 

バス交通ネットワーク再編計画全体のＰＤＣＡサイクル 

 

再編の目的や目標を設定 

関係者と連携・協働し再編内容を検討 

再編方針への達成状況 

の確認、乗降調査等に 

よる利用状況や意見集約 

Plan 

「再編」のＰＤＣＡサイクル Do 

バス交通ネットワーク全体での評価・検証 

次期計画への反映 

Check 

Action 

Plan 

Check 

評価指標となる 

目標値 

再編する路線単位でＰＤＣＡサイクルを実施 

＜評価指標となる目標値＞  H31 年度における以下の目標値の達成に向けた進捗状況を評価 

路線バス等の利用者数：1,561 千人（H31 年度）、公共交通の運行に係る収支率：30.0％（H31 年度） 

実施（経路変更等の再編、事前周知 

・ＰＲ等の利用促進） 

Do 

利用状況や意見等を踏ま

え、改善点等を検討 

Action 

 

 

バスの利用状況及び関係者との連携 

・協議により利用促進策を具体化 

利用状況や利用者数の調

査、意見等の集約 

Plan 

Check 実施（企画切符の販売、わかりやすい

情報提供、モビリティ・マネジメント等） 

Do 

利用状況や意見等を踏ま

え、改善点等を検討 

Action 

＜想定される外部要因＞ 

鉄道や他の公共交通の運行内容の変更、生活利便施設や住居等の都市機能の変化、 

地域公共交通に関する法律の改正等 

外部要因への対

応の具体化 

Plan 

対応の実施（運行 

経路・ダイヤ改正等） 

Do 

運行状況の対

応状況を調査 

Check 

対応状況を踏まえ

た改善点検討 

Action 

「利用促進」のＰＤＣＡサイクル 

「外部要因」へ対応するＰＤＣＡサイクル 
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５－２ 関係者による連携・協働 

本計画に係る様々な関係者と連携・協働し、再編や利用促進を検討、実施することで、

持続可能な地域公共交通の実現を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 

路線再編 

利用促進 

交通事業者 

上越市地域公共交

通活性化協議会 

上越市地域公共 

交通懇話会 

上越市教育委員会  

上越市 

新幹線・交通政策課 

 

  


